議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２７年６月１１日(木)　午前１０時００分～午前１０時５２分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　青山直道　　副委員長　　じんの和子
委　員　大島令子　　岡崎つよし　川合保生
ささせ順子　佐野尚人　　山田けんたろう
議　長　伊藤祐司　　副議長　　　木村さゆり

	
	事務局
	事務局長　同補佐　主任


１　あいさつ
議長
２　議題
⑴　平成２７年第２回長久手市議会定例会議事日程（第６号）について
　＜説明：事務局＞（議事日程第６号のとおり）　　　
・　議案第３６号から議案第４０号まで及び意見書案第１号並びに意見書案第２号（委員長報告・委員長報告に対する質疑・討論採決）、委員会の審査は、意見書案第１号を除き全て可決
・　議員派遣の件について
（委員長）・　説明のとおりの議事日程でよいか。

＜異議なし＞

⑵　議員派遣について

　＜説明：事務局＞

・　姉妹都市ワーテルロー市長からワーテルローの戦い２００年祭記念事業に議長が招待されたため、平成２７年６月１７日から６月２２日までの６日間、議長をワーテルロー市へ派遣
・　本会議で審議（議長除斥、副議長議事）、簡易採決
（委員長）・　質問はあるか。
（委　員）・　議員派遣に関する地方自治法第１００条第１３項と会議規則第１１７条の規定はどのようなものか。
（事務局）・　地方自治法では、会議規則に定めるところにより審査等のために議員を派遣することができる旨が規定されており、会議規則では議員派遣を行う際は、議会の議決で決定する旨を規定している。

（委　員）・　公費での派遣か。

（議　長）・　費用は当初予算に計上され、第１回定例会で可決している。また、招待ではあるがワーテルロー市との交流事業においては、その旅費は各自が負担する形でこれまでも行ってきた。
（委員長）・　他に質問はないか。

＜質問なし＞
⑶　議会報告会について
（委員長）・　前回の議運で開催回数を１回と決定したが、開催時期について各会派でまとめてきた意見を報告して欲しい。
（市民ネット）

・　第４回定例会の関係もあるので、１１月上旬開催としてはどうか。

（創政クラブ）
・　１１月第２週～第３週開催とし、時間帯はこれまでに実施したことがない平日夜でどうか。
（長久手グローバルネット）
　　　　 ・　決算報告ができ、会場で出された意見を翌年度の予算に反映できる時期が望ましい。また、平日や夜間の開催を検討して頂きたい。
（政策グループ　ガイア）
・　１１月上旬の夜としてはどうか。土日は他の行事が多い。

（公明党）・　１１月上旬～中旬としてはどうか。平日でも休日でもよい。

（無会派）・　第３回定例会から第４回定例会までの間で、都合のよい日としてはどうか。
（委員長）・　会場の空き状況から、開催日は１１月１０日の夜間、開催場所は市役所西庁舎３階研修室としたいがどうか。
＜異議なし＞

（委員長）・　第３回定例会の議運までの間に別途議運を開催し、本件の詳細を検討することとしたい。

３　その他

（議　長）・　議会基本条例に規定した「反問権」、「議員間討議」、「災害発生時の対応」について、他市町の議会では要綱、要領という形で規定しているようなので、勉強会等を開催するなどして、運用について早急に検討して頂きたい。

・　全国市議会議長会が示している標準会議規則が、出産に係る欠席を規定する等改正された。これに伴い本市議会会議規則についても改正が必要と考える。同意頂けるようなら、できるだけ早い時期の定例会に上程していきたいので、一度検討して頂きたい。

（委員長）・　５月１５日の議運において暫定とした請願、陳情の趣旨説明の申合せと併せて、第３回定例会までには要綱等を整備していきたい。
・　勉強会で検討した結果を議運で決定していきたいと思うが、勉強会の形式について意見はあるか。
（委　員）・　要綱等の案を事前に委員長が作成し、各会派等で検討した上で勉強会を行ってはどうか。
・　反問権は執行部への影響があるので、議運での決定事項を執行部に通知しないと反問権の行使ができなくなる。議員間討議は全議員に関係する内容であるため、どのような手順で議論を進めていくかも検討する必要がある。
（委員長）・　要綱等の内容の決定は議運で行えばよいが、その内容は全議員が承知しておく必要がある。
（委　員）・　議運で骨子を作成し、全議員に配布するべき。その上で、議員から出された意見等を要綱等に反映させ、できあがった要綱等を再度全議員に周知する手続きが必要ではないか。
（委員長）・　先ほど委員長が骨子案を作成するとの意見があったが、骨子案自体を勉強会の中で作成すればよいのではないか。
（委　員）・　「反問」の定義が定まっていないのではないか。条件が異なれば「反問」の意味合いも異なってくると思われるので、他市の要綱等を参考に示すだけではなく、その市議会の議事運営の方法（一問一答方式、質問時間　等）についても示して欲しい。
・　議会基本条例検討特別委員会委員であった議員を中心として骨子案を作ってはどうか。
・　議運のメンバーを中心とし、勉強会への参加を希望する議員の意向調査を行ってはどうか。

（委員長）・　現在の議運委員のほか、前回の議運正副委員長は勉強会に参加を求めたい。また、その他の議員にも勉強会を実施する旨の通知を行い、週１回～２週に１回程度のペースで勉強会を開催したい。ある程度要綱等の形が整った段階で議運を開催し、正式に内容を決定していく手順でよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　早速７月から勉強会を開催したい。日程は委員長一任でよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　議運で要綱等の内容を議論する際に、併せて議会報告会についても議論したいため、勉強会の中でも時間が許せば議会報告会の内容についても議論していただきたい。
（委　員）・　本日配布された反問権の資料にある市議会がどのような形式で一般質問が実施されているか（一問一答形式、質問時間　等）調べて欲しい。

（議　長）・　反問権の行使については、反問や回答時間を質問時間に含める場合、一般質問全体の時間が増え、会期日程に影響が及ぶ可能性もあるので、本市議会の状況とすりあわせが必要である。また、反論まで認めるのか検討が必要。
・　本日配布された反問権の資料にある市議会がどのような形式で一般質問が実施されているか、事務局に調べて頂きたい。
・　会議規則の改正はどうするか。
（委員長）・　反問権等の議論と同時に進めていく。本日提案した内容のほか、議会基本条例の中で議論が必要な部分が見つかった場合は、併せて勉強会で議論していく。
（議　長）・　会議規則の改正に伴って、議員報酬についても議論が必要となる可能性がある。
　・　以上で議会運営委員会を終了する。
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